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細く太く加工した電線が
ロボット産業を支える

༺࠾ʹϩϘοτͷΞʔϜ༺ۀ࢈
昭和２１年に大阪市天王寺区で「遠藤電線」として

創業した。その後天王寺区から生野区に移転するなど、
業容拡大に伴って本社を移転・拡張。昭和６０年に
大阪府富田林市の現在地に移転し、平成３年に増設した。
他社から調達した細い銅線を使い、太い撚

よりせん
線に加工

している。手がけた撚線は他社で被覆したのち、産業用
ロボットのアーム部分や医療機器などに使われている。

ॊΒ͔͘ઢを͓͞Ί͍͢ಛ
０．０３㎜―０．１２㎜と細い銅線を撚って１００―

２００本ほどを１つに束ね、太い撚線にすることを得意と
している。熟練した技術を持つ社員が、銅線に一定の
張力を保ちながら作業にあたる。そうした中ででき
あがった製品は機器に配線する場合に、折り曲げたとき
に亀裂が入りにくく、柔らかで配線を収めやすいという
特徴を持つ。ひねり回数を多くした銅線を使って撚線
をつくり、より耐久性の高い製品を生み出している。

事業内容

খܕԽͱܰྔԽʹΑΓཁߴٻ·Δ
撚線の生産工程では熟練した技術を持つ社員が、

線の太さやボビンの巻き具合、ボビンの位置決め
などをしてサプライテンション（張力の調整）を行っ
ている。ただ、産業用ロボットをはじめとする各種
機器の小型化と軽量化にともない後の生産工程で
皮膜を薄く加工するため撚線の段階で均質度に
対する取引先要求が高まってきた。

ʮ ϲ̓೨ػʯをಋೖ
産業用ロボットの技術革新に追いついていくため

には、屈曲回数など厳しい条件をクリアする必要が
あるほか、銅線に柔らかさがないといけない。また銅線
が絡まってしまうと切れやすくなるため、絡まりにくく
軽量であることが望まれる。それは、培ってきた技術
と勘を凌

りょうが
駕するようなものであり、しばしば不良品の

発生が課題になっていた。そこで、細い銅線を絡まず
に撚ることができる「７ヶ撚

より
機
き

」を導入した。

補助事業

ॊೈ͞ͱ͘ࡉབྷ·ͳ͍೨ઢ͕Մʹ
導入した「７ヶ撚機」は、張力を制御するパーマ

トルクを搭載しているため生産工程でサプライテン
ションがほぼ自動化できた。これにより、柔軟さを
持ちながら細く絡まないほか、撚線の断面を真円
に近い状態に加工するなど高精度で高品質な撚線
の生産が可能になった。このサプライテンションの
半自動化と、サプライボビンが軽くなったときの
手動調整あわせにより、不良品を抑えられるように
なった。

৽ͨͳՃՁを
これまで培ってきたダイス径管理の独自技術と

新設備の「７ヶ撚機」を組み合わせることで相乗効果
が生まれ、新たな付加価値を撚線につけることが
できた。１つの束になる細線が増えることで断面積
が広がり、流せる電流を従来と大幅に変えることが
できるようになった。ロボットアームで従来採用され
ていたのは固定用のみと限定されていたが、高電流
と柔軟性、強さを持つことにより可動用としての活路
も見いだした。石原年晃社長は「細線を束ねた太線
について従来あまり知られていなかったが、仕事の
幅を広げたことで引き合いが増えた」と話す。

具体的成果

೨ઢͷ࠾༻֦େを͢ࢦ
「７ヶ撚機」の導入で、細く柔軟で強度を兼ね備

える撚線の生産が可能になった。技術革新を下支え
する基礎技術に厚みが増したと考えている。現代
社会ではロボットは切り離せない状況になっている。

「どのロボットを見ても当社の撚線が入っている
ようにしたい」と石原社長は話す。将来的な業容
拡大を目指し、本社の近隣に第３工場を取得した。
工場に空きが出たため購入したもの。現在は倉庫
として活用しているが、いずれ設備を導入し増産
体制を整えていく方針。

̖̞ ͷࣗಈԽ͕͍෩ʹ
柔らかい撚線を展開することでこれまでとは異なる

販路の拡大につなげていく。以前から生産する撚線は
ロボットのアーム部分に採用されているが、従来は
固定用に限定されていた。だが、可動用としての採用
も見込んでおり、「信号を発信できるパワーケーブル
向けにも期待している」と石原社長は話す。また工場
の生産工程の最適化や省力化などを背景としたＡＩ

（人工知能）の採用拡大や工場の自動化が、ロボット
向けが中心の撚線事業の成長の追い風となると見て
いる。将来を見据えて生産体制を整え、商機を狙う。

今後の戦略

張力の調整を自動化した生産する撚線はロボットのアーム部分に採用

「７ヶ撚機」を
導入した第２工場

ͯ͠ࡐχϡʔεΛऔࡁܦ ͍ΔͱɺϩϘοτの͕りʹ͍ͭͯ͢ͰʹਐΜͰ
͍Δ͔のΑ͏ʹ͍ͨͯ͡ײɻͨͩɺͦΕগ͠ޡղ͕͋ͬͨͱ͑ߟΛվΊͨɻ
ͳ෦Λ֤ʑ͕վྑ͔ࡉのϩϘοτ·ͩ·్্ͩのஈ֊Ͱ͋りɺࡏݱ
͢Δ͜ͱͰ࣍のஈ֊ͱਐΉ͜ͱ͕Ͱ͖Δͱ͍͏͜ͱ͕ࠓճのऔࡐͰཧղ
Ͱ͖ͨɻಉࣾέʔϒϧΛߏ成͢Δ೨ઢͱ͍͏͔ࡉͳΛख͕͚͍ͯΔ͕ɺ
ʠॊΒ͔͞ʡの୳͕ٻϩϘοτのٕज़ֵ৽のΧΪΛѲͬͯ ͍Δɻ

ϩϘοτͷ
ٕज़ֵ৽ͷΧΪѲΔ

http://www.sanyo-electricwire.jp/

極細線の稼働用ならば当社にお声がけくだ
さい。ノウハウがあり、要望に応えます。
まずはご相談ください。

極細線の稼働用は当社にご相談を
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